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Abstract

 
The purpose of this study was to examine the outcome of practical seminar for teaching profession on the Health and

 
Physical Education Teacher Education (HPETE) programs from the viewpoint of preservice Health and Physical

 
Education (HPE)teachers’beliefs about the“HPE teacher”.Participants were 115 preservice HPE teachers who are

 
took practical seminar for teaching profession on the HPETE programs at the college.They were selected because they

 
possess a will to be a HPE teacher.Data were collected through the report performed at the end of a lecture.Preservice

 
HPE teachers were asked to make reports regarding the ideal“HPE teacher”.Their reports data were analyzed using

 
KJ method.Trustworthiness was established through negative case analysis and peer debriefing.As a result,following

 
points were clarified. Preservice HPE teachers possessed belief about HPE teacher who form teaching skills and

 
knowledge about HPE class and the ability of the student guidance through reflective practice continually.In addition,
preservice HPE teachers don’t have belief about the role as coach of extracurricular sports activities but teacher of PE

 
class teaching.Some research of HPE teacher’s socialization has indicated that almost preservice HPE teachers enter

 
HPETE programs primarily because they want to coach extracurricular sports activities.On the other hand,partici-
pants of this article indicated belief about teacher with HPE teaching orientations as the outcome of practical seminar

 
for teaching profession on the HPETE programs.Future research is needed on the empirical studies research about

 
formative process of preservice HPE teachers’beliefs about “HPE teacher”in HPETE programs.

belief about the“HPE teacher”, preservice HPE teachers, HPETE, practical
 

seminar for teaching profession

Ⅰ.はじめに

2015年に公表された「これからの学校教育を担う教

員の資質能力の向上について～学び合い，高め合う教

員育成コミュニティの構築に向けて～（答申）」では，

養成，採用，研修の一体改革が提言されている ．また，

ここでは，「学び続ける教員像」の確立が求められてい

る．実際，答申の中では，養成，採用，研修を一体と

して捉え，学び続ける教員像の確立に向けて，例えば，

教員の任命権者であり採用と研修を担当する教育委員

会と，養成段階を担当する大学が教員育成指標や教員

研修計画等について協議する「教員育成協議会」（仮称）

の創設が提言されている ．

他方で，教職課程を有する大学には，教師の生涯を

通じた専門性の形成（Continual Professional Devel-

opment） という視点を踏まえた教員養成の在り方

が問われることになる．この問いについて，須甲・助

友 は，保健体育教師の養成段階おいて，教師の信念を

形成させる必要があると指摘している．また，須甲・

助友 は，教師の信念の中でも，特に，「教師としての

自己のあり方や役割，自身の力量形成についての え

方」 と定義される教師観 が，省察を通して授業力量

を形成していく上で重要になると指摘している．なぜ

なら，そもそも授業改善や自身の授業力量形成を志向
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していく教師観，言い換えれば，そのような「思い（信

念，価値観）」 がない限り，授業実践から省察を通して

学ぶことができないと えられるためである ．

保健体育教師の職業的社会化研究 では，運動部活

動志向の教師観を有する教職志望学生は，教員養成の

内容を受け入れないと指摘されている ．我が国に

おいては，高橋 が，大学生1058名を対象に体育教師の

イメージについて調査した結果，体育教師のイメージ

の一つとして，授業に熱心ではないというイメージを

導き出している．また，佐伯 は，数多くの体育教師論

では，体育教師＝運動部活動指導者－熱血漢というス

テレオタイプ的イメージが語られてきたと指摘してい

る．このことは，体育教師自身の職務観や学校での役

割意識という視点からの実証的な研究成果からも確認

できる ．Curtner-smith は，運動部活動志向の

保健体育教師による「教えない体育授業（non-teach-

ing physical education）」を受けてきた教職志望学生

は，授業のイメージが貧困であり，また，運動部活動

志向の教師観を有することが多く，結局，教員養成で

の学びは教員になってから活かされずに，「教えない体

育授業（non-teaching physical education）」が再生産

されると指摘している．さらに，そのことが，学校内

における教科としての体育の周辺的位置付け（mar-

ginal subject）を促進させることになるとも指摘され

ている ．我が国においても，豊かなスポーツライフ

の素地をつくることのできる必修たりうる体育授業が

行われていない事例もみられると指摘されている．高

校の保健体育科教員，文部省・文部科学省をはじめ，

いくつかの地方教育委員会で教育行政に携わってきた

本村 は，「中学校では，集団規律を求めすぎた生活指

導まがいの授業がある一方で，基本的な動きや技能を

身に付けないままゲームを繰り返す授業，高校では，

発達段階に応じた高い技能を身に付けることなく，運

動部員に指導を肩代わりさせるような，言わば放任的

な授業やニュースポーツ中心の選択制授業などの実

態」（p.５）があると指摘している．同時に，「年間計画

や単元計画，評価計画が作成されていない，あるいは

作成してはいるが，教育委員会に提出するだけで実践

には生かされていない実態もある」（p.５）と指摘され

ている ．

他方で，教員養成段階で教職志望学生における授業

志向の教師観の形成に成功することで，保健体育教師

としての初任期においても，授業志向の教師観を維持

することができる点が報告されている ．したがって，

保健体育教師の養成段階では，「保健体育教師として継

続的な授業改善や自身の授業力量形成を志向する構

え」と定義される「授業者としての教師観」 を教職志

望学生の中に形成させるべきであるといえる．先に述

べた教員制度改革による教師が学び続けるための環境

整備がなされても，結局学ぶ主体は教師である．また，

学習指導要領において，子ども達がこれからの社会を

生き抜くための力を育むための目標や内容が示された

としても，その目標や内容を授業に具現化する主体も

また教師である．したがって，授業者としての教師観

を教職志望学生に確実に確立させない限り，学習指導

要領の理念は実現されない可能性が極めて高くなる．

この課題を解決するための養成段階における重要な科

目として，教職実践演習を挙げることができる．

教職実践演習は，2006年７月の中教審答申「今後の

教員養成・免許制度の在り方について」 を受けて，

2008年11月の教育職員免許法施行規則改正により，

2010年度入学生から全国の教員養成に係る大学及び短

期大学において最終学年後期の教職必修科目として導

入された．教職実践演習については，「学生が身に付け

た資質能力が，教員として最小限必要な資質能力とし

て有機的に統合され，形成されたかについて，課程認

定大学が自らの養成する教員像や到達目標等に照らし

て最終的に確認するものであり，いわば全学年を通じ

た『学びの軌跡の集大成』として位置付けられるもの

である．学生はこの科目の履修を通じて，将来，教員

になる上で，自己にとって何が課題であるのかを自覚

し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，

その定着を図ることにより，教職生活をより円滑にス

タートできるようになることが期待される」 とその

趣旨やねらいが示されている．したがって，教職実践

演習は，「学びの軌跡の集大成」として，また，「教職

生活をより円滑にスタートできる」ように，教職科目

の総まとめとして，授業者としての教師観を保健体育

科教職志望学生に形成させていくことのできる貴重な

学びの機会となる．しかし，この科目の新設は，単に，

教職課程の１科目の増設を意味するだけに留まらず，

戦後初めて，科目名称，教育内容，教育方法，評価方

法等までが国によって規定された教職科目であると指

摘されている ．佐久間 は，教職実践演習を計画・展

開していく際の留意事項について，中教審や文部科学

省で示された内容を踏まえて次の７点にまとめてい

る．①履修時期を４年次（短大は２年次）後期とする，

②授業方法については，演習中心，受講者の適正化，

34



ロールプレイ，事例研究，模擬授業などの積極的導入，

現職教員または教員勤務経験者を講師とした授業を含

める，④各大学の卒業生が主に就職する地域の教育委

員会と連携して実施する，⑤履修カルテの作成，⑥教

員として最小限必要な資質能力が形成されたかを判断

し評価した上で，必要な場合には，⑦個別に補完的な

指導を行う，という以上７点である ．

しかし，このような科目の編成や展開に関する制約

の多い中においても，これまでには，いくつかの保健

体育科の教職課程を有する大学において，それぞれの

大学の実情に応じた独自的な教職実践演習のカリキュ

ラムを開発し，その教育内容や教育方法について報告

されている．例えば，実技授業力・示範力を高めるプ

ログラムの事例報告 ，附属校との連携による教育内

容についての報告 ，事例研究を中核に据えた教育内

容についての報告 等である．しかし，これらの保健体

育科教職課程における教職実践演習に関する先行研究

の中から，教職志望学生が有する教師観に視点を当て

た研究は見当たらない．

したがって，本研究では，体育系大学における教職

実践演習の成果について，保健体育科教職志望学生が，

教職実践演習終了時にどのような教師観を形成してい

るのかという視点から検証することを目的とする．

Ⅱ.研究の方法

Ⅱ-１.対 象

本研究では，A体育系大学（女性のみ）４年生にお

ける2014年度後期教職実践演習の受講者274名の内，授

業開始時に提出された個人カルテにおいて，教員志望

「有」と記述した学生115名を対象とした．

Ⅱ-２.データの収集及び分析方法

教職志望学生の保健体育教師観を明らかにするため

に，教職実践演習の最終講義（１月）において行われ

たレポート内容がデータとして収集された．レポート

のテーマは，「これまでの大学４年間の学び（教職実践

演習の学びも含む）を基に，これからの目指すべき『保

健体育教師像』について650字以上800字以内で述べな

さい」というものであった．

作成されたレポート記述文のデータについての分析

方法は，KJ法 を参 に，以下の手順で進められた．

まず，得られたレポートのデータは「目指すべき教師

像」を示す，意味のあるひとまとまりごとの記述文に

区切られた．この記述文を１データ（ラベル）とした．

次に，得られたそれぞれの記述文からグループ編成に

よる表札作りを反復し，コード（小グループ），サブカ

テゴリー（中グループ），カテゴリー（大グループ）の

順にまとめていく手順で進められた．なお，この分析

については，保健体育科教職課程の内，「教職実践演習」

を担当する大学教員２名（体育科教育学１名，一般教

育学１名）で行った．

分析における信頼性と妥当性を確保するために，本

研究では，Glesne ，Patton を参 に，以下の２つの

手続きをとった．第１に，否定的事例を探索した．

Glesne によれば，否定的な事例は，継続している研究

の作業仮説を洗練させるという．したがって，データ

分析の中で，コード，サブカテゴリー，カテゴリーを

検討する一方で，それらの結果を否定するようなデー

タが存在するかどうかを確認した．第２に，仲間同士

での検証作業（Peer debriefing）が行われた．本研究

では，分析の過程で教職実践演習を担当する大学教員

１名（一般教育学１名）と協議を行い，修正を加えた．

Ⅱ-３.A体育系大学における教職課程の特徴

A体育系大学では，１学年約500名の学生の内，約

300名程度が保健体育科の教職課程を履修し，これまで

には全国に多くの女性保健体育教員を輩出してきてい

る．

A体育系大学の特徴的な教職科目としては，３年次

における，中学校保健分野及び高等学校科目保健の教

育法に該当する「保健体育科教育法Ⅰ」と，中学校体

育分野及び高等学校科目体育の教育法に該当する「保

健体育科教育法Ⅱ」を挙げることができる．これらの

科目は，それぞれ通年（それぞれ４単位）で開講され

ており，教職必修となっている．この３年次における

教科教育法では，模擬授業とその省察を中核にした授

業展開が行われている ．例えば，保健体育科教育法Ⅱ

では，模擬授業の設計と省察を教科教育法の授業内で，

模擬授業の実践については教科に関する科目の教員と

教職に関する科目の教員が協力して教育実習事前・事

後指導内で行われている．また，模擬授業の映像や観

察データをe-ラーニングによって視聴し振り返り

シートを記入する課題が毎回の模擬授業後に課されて

いる．このような試みの成果として，受講者である教

職志望学生における授業者としての保健体育教師イ

メージを形成させることに成功していることが報告さ

れている ．この３年次での模擬授業とその省察を中
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核とした教科教育法を受講した上で，４年次に教育実

習に臨む形で教職課程が構成されている．

因みに，A体育系大学では，毎年，非正規教員を含

め１年で60～80名程度が現役で教職に就いている．既

卒生を含めると１年で60名程度が公立の教員採用試験

に合格しており，対象となる年度の教職実践演習受講

生の進路は，８名が公立学校に合格（内２名は期限付

き合格）し，52名が非正規教員として教職に就いてい

る．

Ⅱ-４.A体育系大学における教職実践演習の

授業計画

表１は，A体育系大学で行われた教職実践演習にお

ける各授業回の内容との目標を示している．

文部科学省 では，教職実践演習の中に，教員として

求められる以下の４つの事項を含めることが適当であ

るとしている．その４つの事項とは，①使命感や責任

感，教育的愛情等に関する事項，②社会性や対人関係

能力に関する事項，③幼児児童生徒理解や学級経営等

に関する事項，④教科・保育内容等の指導力に関する

表１.A体育系大学で行われた教職実践演習における各授業回の内容との目標

授業回 内容 目標

１ 個人カルテを用いたグループディスカッション ①②

２ 保健体育教師の使命と責任等についての講義 ①④

３
体育授業映像を視聴しての事例研究１

（言語活動と ICT を取り入れたネット型バレーボール授業の実践例）
③④

４
体育授業映像を視聴しての事例研究２

（教具（指導装置）の工夫で学習成果を上げている柔道授業の実践例）
③④

５
保健授業の事例研究

（がん教育についての実践例）
③④

６ 教育実習における研究授業の指導案を用いて，その評価基準とつまずきへの手立てを 案する ③④

７ 第６回で作成した「評価基準とつまずきへの手立て」に基づいたグループディスカッション ③④

８ 学級経営，生徒指導に関する事例研究 ②③

９ 部活動指導に関する事例研究 ②③

10 学習指導案の作成方法についての講義 ③④

11 体育的行事の運営に関する事例研究 ①②

12 外部講師［中学校］の講話 ①②③④

13 外部講師［高等学校］の講話 ①②③④

14 第10回で作成した学習指導案に基づいたグループディスカッション ③④

15 教職課程４年間を振り返っての講義とレポート作成 ①②③④

（○数字は，文部科学省で示された教職実践演習に含めるべき事項を表す）
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事項のというものである．A体育系大学では，これら

の４つの事項をバランスよく各授業回に配列すること

を念頭に置きながらも，保健体育教師としての授業者

としての教師観を形成させるべく，特に，④の教科の

指導力に関する事項を重点的に取り扱う計画をしてい

る．例えば，第２，３回目の授業では，10分程度に編

集した実際の体育授業映像を視聴して，小グループ内

で視聴した授業映像について討論する内容を行ってい

る．また，第12，13回目の外部講師の講話においては，

教科指導で優れた成果をおさめ，報告書や啓蒙誌にお

いてその実践の成果を報告したことのある現職の管理

職（保健体育）を招聘し，教科指導に関わる講話を中

心に講話をいただく形になっている．

授業形態としては，約45～50名程度を１クラスとし

て，全部で６クラス構成で行われている．また，それ

ぞれのクラスでは，教科に関する科目と教職に関する

科目の教員の２名体制で担当するようになっている．

Ⅲ.結 果

115名の教職志望学生のレポートから「目指すべき教

師像を示す」意味のあるひとまりごとの記述文に区

切った結果，全部で813個の記述文（データ）を得た．

また，その記述文のデータからKJ法によって51個の

小グループであるコード，21個のサブカテゴリーが構

成された．さらに，「生徒に学習成果を保証するための

授業力量を有する保健体育教師」，「反省的実践家とし

ての保健体育教師」，「教育的愛情を基盤にした生徒指

導力を有する保健体育教師」，「その他」という４個の

カテゴリーが構成された．以下では，４つのカテゴリー

毎に，結果を示していく．

Ⅲ-１.「生徒に学習成果を保証するための授業

力量を有する保健体育教師」カテゴリーの

結果

表２は，「生徒に学習成果を保証するための授業力量

を有する保健体育教師」カテゴリーの内容を示したも

のである．このカテゴリーは，360個の記述文から構成

されており，全記述文数に対する割合が44.3％と４つ

のカテゴリーの中で最も多くの記述文を有している．

このカテゴリーは，「学習成果を確実に上げることの

できる教師」（107個の記述文数），「効果的な教授技術

を有する教師」（104個の記述文数），「授業設計力を有

する教師」（34個の記述文数），「教科指導を通して，生

きる力を育成できる教師」（41個の記述文数），「教科指

導を大切にする教師」（49個の記述文数），「教科や教職

に関する専門的知識を有する教師」（25個の記述文数）

という６個のサブカテゴリーを有している．

次に，「学習成果を確実に上げることのできる教師」

というサブカテゴリーは，「体育授業の学習成果を保証

できる教師」（記述文例：体育の授業でいかに子供たち

の興味をひき，できなかったことをできるようにさせ

るかは，すべて教師の腕にかかっていると思います），

「思 力・判断力・表現力を育成できる教師」（記述文

例：どんなグループ活動をさせれば生徒の えを引き

出し，思 力・判断力・表現力を育成できるのかとい

うことを追い求めたいです），「保健授業の学習成果を

保証できる教師」（記述文例：保健授業で，様々な知識

を日常生活で選択したり判断できるような生徒になっ

てもらう為の工夫を，授業で実現する），「豊かなスポー

ツライフを保証できる教師」（記述文例：豊かなスポー

ツライフの形成を支援することが体育授業では大切だ

と えられる），「わかる，できるを保証できる教師」

（記述文例：生徒が，『分かった』『できた』と思えるよ

うな，学習にしていかなくてはいけないと思います）

という５つのコードを有していた．

また，「効果的な教授技術を有する教師」というサブ

カテゴリーは，「柔軟な指導観を有する教師」（記述文

例：様々な状況を予測しておくことで，何かが起こっ

てもすぐに対応できる教師になりたい），「生徒の実態

に応じた指導ができる教師」（記述文例：生徒一人一人

の実態も素早く把握し，その生徒に合った指導のでき

る教師が理想），「生徒への適切なフィードバックがで

きる教師」（記述文例：技のポイントや授業目標に沿っ

た声掛け（生徒への適切なフィードバックができる教

師）），「安全面を確保できる教師」（記述文例：授業展

開の中で生徒が安全で楽しく授業に取り組むために

は，どうすべきなのかを える必要），「運動学習時間

を確保できる教師」（記述文例：生徒の運動時間を確保

することが重要），「学習規律を確立できる教師」（記述

文例：しっかりとした学習規律のある授業をつくる教

師が求められている），「学習意欲を喚起できる教師」

（記述文例：教師は生徒にいかにして学習意欲を湧か

せるかが大事だと える）という７つのコードから構

成されている．

さらに，「授業設計力を有する教師」というサブカテ

ゴリーは，「教材，教具を工夫できる教師」（記述文例：

教具を作る重要さや，教材研究の必要性，私が大学を
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表２.記述文の分析結果①「生徒に学習成果を保証するための授業力量を有する保健体育教師」カテゴリー
（記述文数＝360）

カテゴリー サブカテゴリー コード 記述文の例

体育授業の学習成果を保証できる教師

(51)

体育の授業でいかに子供たちの興味をひき，できなかったことをでき

るようにさせるかは，すべて教師の腕にかかっていると思います．

思 力・判断力・表現力を育成できる

教師(５)

どんなグループ活動をさせれば生徒の えを引き出し，思 力・判断

力・表現力を育成できるのかということを追い求めたいです．
学習成果を確実に

上げることのでき

る教師(107)

保健授業の学習成果を保証できる教師

(12)

保健授業で，様々な知識を日常生活で選択したり判断できるような生

徒になってもらう為の工夫を，授業で実現する．

豊かなスポーツライフを保証できる教

師(34)

豊かなスポーツライフの形成を支援することが体育授業では大切だと

えられる．

わかる，できるを保証できる教師(５)
生徒が，「分かった」「できた」と思えるような，学習にしていかなく

てはいけないと思います．

柔軟な指導観を有する教師(23)
様々な状況を予測しておくことで，何かが起こってもすぐに対応でき

る教師になりたい．

生徒の実態に応じた指導ができる教師

(38)

生徒一人一人の実態も素早く把握し，その生徒に合った指導のできる

教師が理想．

生徒への適切なフィードバックができ

る教師(８)

技のポイントや授業目標に沿った声掛け（生徒への適切なフィード

バックができる教師）．

生徒に学習成果

を保証するため

の授業力量を有

する保健体育教

師(360)

【全記述文数に

対する44.3％】

効果的な教授技術

を有する教師

(104)

安全面を確保できる教師(７)
授業展開の中で生徒が安全で楽しく授業に取り組むためには，どうす

べきなのかを える必要．

運動学習時間を確保できる教師(５) 生徒の運動時間を確保することが重要．

学習規律を確立できる教師(８) しっかりとした学習規律のある授業をつくる教師が求められている．

学習意欲を喚起できる教師(15) 教師は生徒にいかにして学習意欲を湧かせるかが大事だと える．

教材，教具を工夫できる教師(19)
教具を作る重要さや，教材研究の必要性，私が大学を入学する前に

知っていた教師の仕事とは大きく今は違うものになりました．授業設計力を有す

る教師(34) 適切な授業計画を立てることのできる

教師(15)

目標を明確に設定し，それに向かった指導案を えていける教師にな

りたい．

教科指導を通して，生きる力を育成できる教師(41)
教師が授業で生徒に及ぼす影響も大きく，教師という職は人の人生を

創る仕事であると える．

教科指導を大切にする教師(49)
保健体育教師というと部活というイメージがまだまだ強いと思うが，

授業を大切にしていきたい．

教科や教職に関する専門的知識を有する教師(25)
教職教養や，保健体育科教師としての専門教養は，現場で必要とされ

る最低限の知識である．

（括弧内の数字は記述文のデータ数を表す）
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入学する前に知っていた教師の仕事とは大きく今は違

うものになりました），「適切な授業計画を立てること

のできる教師」（記述文例：目標を明確に設定し，それ

に向かった指導案を えていける教師になりたい）と

いう２つのコードを有していた．

同時に，「教科指導を通して，生きる力を育成できる

教師」（記述文例：教師が授業で生徒に及ぼす影響も大

きく，教師という職は人の人生を創る仕事であると

える），「教科指導を大切にする教師」（記述文例：保健

体育教師というと部活というイメージがまだまだ強い

と思うが，授業を大切にしていきたい），「教科や教職

に関する専門的知識を有する教師」（記述文例：教職教

養や，保健体育科教師としての専門教養は，現場で必

要とされる最低限の知識である）という３つのサブカ

テゴリーは，全てコードと同様の内容であった．

Ⅲ-２.「反省的実践家としての保健体育教師」

カテゴリーの結果

表３は，「反省的実践家としての保健体育教師」カテ

ゴリーの内容を示したものである．このカテゴリーは，

216個の記述文から構成されており，全記述文数に対す

る割合が26.6％と４つのカテゴリーの中で２番目に多

くの記述文を有している．

このカテゴリーは，「継続的に自己研鑽を積む教師」

（118個の記述文数），「他者との関わりを通して成長す

る教師」（42個の記述文数），「教育的信念，使命感，責

任感を有する教師」（48個の記述文数），「変化に対応で

きる教師」（８個の記述文数）という４つのサブカテゴ

表３.記述文の分析結果②「反省的実践家としての保健体育教師」カテゴリー（記述文数＝216）

カテゴリー サブカテゴリー コード 記述文の例

継続的な向上心と探究心を有する教師

(36)

絶対に自分の授業に満足してはいけないし，今までのよう

に受動的ではなく能動的に学ぶことが必要である．

研修に取り組む教師(14)
積極的に研修会に行ったり，様々な文献を読んだりして成

長していく．
継続的に自己研鑽

を積む教師

(118)

努力する教師(28)
四年間で学んだ教職課程と私自身が体験した大切な思い出

を胸に，努力し続けていきます．

学び続ける教師(27)
「学び続けることが大切」と，授業や講演会で何度も聞いて

きましたが，まさにその通りであると思った実習でした．

教材研究を深めていく教師(13)
教材研究に力を入れ，生徒を満足させることのできる授業

を創造していく．

生徒から学ぶことのできる教師(27)
教師は生徒から学び，生徒は教師が育て，お互いに成長し

合える環境作りが私は１番大切だと えます．他者との関わりを

通して成長する教

師(42)

反省的実践家と

しての保健体育

教師(216)

【全記述文数に

対する26.6％】

同僚性の中で成長する教師(15)
幅広い技術と知識について，他の教師と共有しながら学ん

でいけたら良いのではないかと える．

教育的信念を確立している教師(11) 自分自身の信念を貫き通す強い気持ちを持っている教師．

教育に対する使命感を有する教師

(24)

１つ１つの言動に責任を持ち，常にアンテナをはり，生徒

のことを想い接することができる教師．教育的信念，使命

感，責任感を有す

る教師(48) 熱意を持った教師(３)
常に熱意を持って，常に生徒の学びを支えられる教師であ

りたい．

責任感のある教師(10) 教師という職業は，責任・覚悟なしではなってはいけない．

新たな教育課題に対応できる力量を有

した教師(５)

時代の変化とともに求められる教育課題も変わるため，指

導法を日々研究することが重要．変化に対応できる

教師(８) 情報を適切に取捨選択できる教師

(３)

情報過多な社会であることから，取捨選択し子ども達に提

供できる教師が求められる．

（括弧内の数字は記述文のデータ数を表す）

39



リーから構成されている．なお，「継続的に自己研鑽を

積む教師」というサブカテゴリーは，全てのサブカテ

ゴリーの中でも，最も多くの記述文から構成されいる．

次に，「継続的に自己研鑽を積む教師」は，「継続的

な向上心と探究心を有する教師」（記述文例：絶対に自

分の授業に満足してはいけないし，今までのように受

動的ではなく能動的に学ぶことが必要である），「研修

に取り組む教師」（記述文例：積極的に研修会に行った

り，様々な文献を読んだりして成長していく），「努力

する教師」（記述文例：四年間で学んだ教職課程と私自

身が体験した大切な思い出を胸に，努力し続けていき

ます），「学び続ける教師」（記述文例：『学び続けるこ

とが大切』と，授業や講演会で何度も聞いてきました

が，まさにその通りであると思った実習でした），「教

材研究を深めていく教師」（記述文例：教材研究に力を

入れ，生徒を満足させることのできる授業を創造して

いく）という５つのコードから構成されている．

また，「他者との関わりを通して成長する教師」とい

うサブカテゴリーは，「生徒から学ぶことのできる教

師」（記述文例：教師は生徒から学び，生徒は教師が育

て，お互いに成長し合える環境作りが私は１番大切だ

と えます），「同僚性の中で成長する教師」（記述文

例：幅広い技術と知識について，他の教師と共有しな

がら学んでいけたら良いのではないかと える）とい

う２つのコードから構成されている．

加えて，「教育的信念，使命感，責任感を有する教師」

というサブカテゴリーは，「教育的信念を確立している

教師」（記述文例：自分自身の信念を貫き通す強い気持

ちを持っている教師），「教育に対する使命感を有する

教師」（記述文例：１つ１つの言動に責任を持ち，常に

アンテナをはり，生徒のことを想い接することができ

る教師），「熱意を持った教師」（記述文例：常に熱意を

持って，常に生徒の学びを支えられる教師でありた

い），「責任感のある教師」（記述文例：教師という職業

は，責任・覚悟なしではなってはいけない）という４

つのコードを有している．

最後に，「変化に対応できる教師」というサブカテゴ

リーは，「新たな教育課題に対応できる力量を有した教

師」（記述文例：時代の変化とともに求められる教育課

題も変わるため，指導法を日々研究することが重要），

「情報を適切に取捨選択できる教師」（記述文例：情報

過多な社会であることから，取捨選択し子ども達に提

供できる教師が求められる）という２つのコードから

構成されている．

Ⅲ-３.「教育的愛情を基盤にした生徒指導力を

有する保健体育教師」カテゴリーの結果

表４は，「教育的愛情を基盤にした生徒指導力を有す

る保健体育教師」カテゴリーの内容を示したものであ

る．このカテゴリーは，171個の記述文から構成されて

おり，全記述文数に対する割合が21.0％と４つのカテ

ゴリーの中で３番目に多くの記述文を有している．

このカテゴリーは，「生徒との信頼関係を築き，生徒

から尊敬される教師」，「生徒に寄り添った生徒指導力

を発揮できる教師」，「教育的愛情を有する教師」とい

う３つのサブカテゴリーから構成されている．

次に，「生徒との信頼関係を築き，生徒から尊敬され

る教師」というサブカテゴリーは，「生徒から信頼され

る教師」（記述文例：生徒にとって接しやすく信頼され

る先生になりたい），「生徒との信頼関係を築ける教師」

（記述文例：授業は生徒と教師間での信頼があってこ

そ成り立つ），「生徒から見て期待感のある教師」（記述

文例：この先生に，学びたいと，もっと教わりたいと

思わせることができたのならそれは勝ちなのではない

でしょうか）という３つのコードから構成されている．

さらに，「生徒に寄り添った生徒指導力を発揮できる

教師」とは，「生徒指導力を有する教師」（記述文例：

生徒指導についても保健体育教師は大きな役割を持

つ），「叱ることのできる教師」（記述文例：メリハリを

つけて，叱るところは厳しく叱れるようにしたい），「生

徒の模範的存在になれる教師」（記述文例：いつでも，

どこでも生徒の鏡でなければなりません），「生徒理解

に優れた教師」（記述文例：一人一人の生徒に目を向

け，個性を理解できる教師），「生徒の可能性を広げら

れる教師」（記述文例：教師が子供の可能性引き出すこ

とによって，子供自身が少しずつ成長していけるのだ

と思います），「生徒の心に寄り添える教師」（記述文

例：生徒の声に適切に耳を傾けることができる教師に

なりたい），「生徒の変化に気付くことのできる教師」

（記述文例：生徒に変化があった時はすぐに気づくこ

とができる教師）という７つのコードから構成されて

いる．

最後に，「教育的愛情を有する教師」（記述文例：愛

を持って，子ども達の持つ悩みなどに真っ向勝負出来

る教員になる事が理想です）というサブカテゴリーは，

コードと同様の内容であった．

Ⅲ-４.「その他」カテゴリーの結果

表５は，「その他」カテゴリーの内容を示したもので
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ある．このカテゴリーは，66個の記述文から構成され

ており，全記述文数に対する割合が8.1％と４つのカテ

ゴリーの中で最も記述文が少なかった．

このカテゴリーは，「社会性のある教師」，「教養のあ

る教師」，「豊かな人間性を有する教師」，「学級経営力

を有する教師」，「学校の中核的存在」，「他の教員と連

携協力できる教師」，「部活動の指導力を有する教師」，

「保護者対応力を有する教師」という８個のサブカテゴ

リーから構成されている．

次に，「社会性のある教師」というサブカテゴリーは，

「明るく元気な教師」（記述文例：“明るさ”は人と関わ

りながらの職である教員には，なくてはならない資質

である），「コミュニケーション力を有する教師」（記述

文例：私の目指すべき保健体育教師像は，コミュニ

ケーションがとれるような教師です）という２つの

コードから構成されている．

また，「教養のある教師」（記述文例：私はこれから

多くの教養のある保健体育教師を目指していきたい），

「豊かな人間性を有する教師」（記述文例：女性の保健

体育教師として強く，優しく，美しい教師になろうと

心から思います），「学級経営力を有する教師」（記述文

例：担任としてのクラス運営もあり，クラスの問題，

クラスの生徒１人１人と向き合える教師），「学校の中

核的存在」（記述文例：学校行事の運営でも，中心に

なって成果の出せる教師になりたいと思う），「他の教

員と連携協力できる教師」（記述文例：教員同士，生徒

のことについて，コミュニケーションを積極的にとる

ことが大切です），「部活動の指導力を有する教師」（記

述文例：部活動を通して培うことができる人格形成を

行っていける教師）という６つのサブカテゴリーは，

それぞれコードと同様の内容であった．

最後に，「保護者対応力を有する教師」というサブカ

テゴリーは，「保護者から信頼される教師」（記述文例：

保護者にも理解してもらえるような教師でなくてはな

らない），「保護者と連携協力できる教師」（記述文例：

保護者との連携を密にとっていかなければならない）

表４.記述文の分析結果③「教育的愛情を基盤にした生徒指導力を有する保健体育教師」カテゴリー（記述文数＝171）

カテゴリー サブカテゴリー コード 記述文の例

生徒から信頼される教師(29) 生徒にとって接しやすく信頼される先生になりたい．
生徒との信頼関係

を築き，生徒から

尊敬される教師

(63)

生徒との信頼関係を築ける教師(27) 授業は生徒と教師間での信頼があってこそ成り立つ．

生徒から見て期待感のある教師(７)
この先生に，学びたいと，もっと教わりたいと思わせるこ

とができたのならそれは勝ちなのではないでしょうか．

生徒指導力を有する教師(８) 生徒指導についても保健体育教師は大きな役割を持つ．

叱ることのできる教師(３)
メリハリをつけて，叱るところは厳しく叱れるようにした

い．

教育的愛情を基

盤にした生徒指

導力を有する保

健体育教師

(171)

【全記述文数に

対する21.0％】

生徒の模範的存在になれる教師(９) いつでも，どこでも生徒の鏡でなければなりません．

生徒に寄り添った

生徒指導力を発揮

できる教師(87)

生徒理解に優れた教師(６) 一人一人の生徒に目を向け，個性を理解できる教師．

生徒の可能性を広げられる教師(16)
教師が子供の可能性引き出すことによって，子供自身が少

しずつ成長していけるのだと思います．

生徒の心に寄り添える教師(34)
生徒の声に適切に耳を傾けることができる教師になりた

い．

生徒の変化に気付くことのできる教師

(11)
生徒に変化があった時はすぐに気づくことができる教師．

教育的愛情を有する教師(21)
愛を持って，子ども達の持つ悩みなどに真っ向勝負出来る

教員になる事が理想です．

（括弧内の数字は記述文のデータ数表す）
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という２つのコードから構成されていた．

Ⅳ. 察

本研究で対象となった教職志望学生は，４年間の教

職課程の総まとめとして，「授業者としての教師観」

を形成している傾向にあった．これまでには，保健体

育教師は，運動部活動の指導に傾倒し，体育授業の指

導に対する職業的社会化が停滞する傾向にあることが

指摘されてきている ．実際，保健体育教師を志す学生

は，授業者というよりも運動部活動のコーチになりた

くて，保健体育科の教職課程の入学を選択するケース

があると指摘されている ．また，運動部活動

指導者としての教師観を有したまま保健体育科の教職

課程に入学した学生は，大学における教員養成プログ

ラムの内容を受け入れないという報告もみられる ．

さらに，こういった学生が保健体育教師になった際，

彼らは継続的な授業力量形成を意識的または，無意識

的に拒むことも報告されている ．これらの指摘を踏

まえれば，本研究において，「生徒に学習成果を保証す

るための授業力量を有する保健体育教師」カテゴリー

（全記述数に対する44.3％）が最も多くの記述数から構

成されていた点は一定の成果といえる．

「生徒に学習成果を保証するための授業力量を有す

る保健体育教師」カテゴリーについては，現行学習指

導要領の指導内容として「技能」，「態度」，「知識，思

・判断」と示されており，これらをバランスよく身

に付けた「体育的学力」を確実に保証する必要があ

る という指摘を踏まえれば，理想的な教師観であ

るといえる．また，サブカテゴリーにおいて，「効果的

な教授技術を有する教師」が示されている．高橋 は，

「よい体育授業とは，結局，授業の目標が達成され，学

習の成果が上がっている授業」であると指摘し，授業

研究の成果を踏まえ，このよい授業を成立させるため

の基礎的条件として，学習の規律が確立していること

と授業の雰囲気が良い（人間関係，情緒的解放）等を

挙げている．同時にこのような基礎的条件を確立する

めの教授技術が教師には求められることになる ．し

たがって，本研究の対象者である教職志望学生は，近

年の授業研究の成果を踏まえた教師観を形成していた

表５.記述文の分析結果④「その他」カテゴリー（記述文数＝66）

カテゴリー サブカテゴリー コード 記述文の例

明るく元気な教師(４)
“明るさ”は人と関わりながらの職である教員には，なくて

はならない資質である．社会性のある教師

(８) コミュニケーション力を有する教師

(４)

私の目指すべき保健体育教師像は，コミュニケーションが

とれるような教師です．

教養のある教師(２)
私はこれから多くの教養のある保健体育教師を目指してい

きたい．

豊かな人間性を有する教師(12)
女性の保健体育教師として強く，優しく，美しい教師にな

ろうと心から思います．

学級経営力を有する教師(７)
担任としてのクラス運営もあり，クラスの問題，クラスの

生徒１人１人と向き合える教師．その他(66)

【全記述文数に

対する8.1％】 学校の中核的存在(10)
学校行事の運営でも，中心になって成果の出せる教師にな

りたいと思う．

他の教員と連携協力できる教師(13)
教員同士，生徒のことについて，コミュニケーションを積

極的にとることが大切です．

部活動の指導力を有する教師(５)
部活動を通して培うことができる人格形成を行っていける

教師．

保護者から信頼される教師(２)
保護者にも理解してもらえるような教師でなくてはならな

い．保護者対応力を有

する教師(９)
保護者と連携協力できる教師(７) 保護者との連携を密にとっていかなければならない．

（括弧内の数字は記述文のデータ数表す）
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といえる．

「反省的実践家としての保健体育教師」カテゴリー

（全記述数に対する26.6％）が導き出された点ついて

は，近年の我が国における教員養成，採用，研修の一

体改革の提言からみると重要である．また，「反省的実

践家としての保健体育教師」カテゴリーを構成する「継

続的に自己研鑽を積む教師」というサブカテゴリーは，

全てのサブカテゴリーの中でも最も多くの記述文（118

個）を有していた点で大きな成果を示したといえる．

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上に

ついて～学び合い，高め合う教員育成コミュニティの

構築に向けて～（答申）」 では，「教える専門家」として

の側面に加えて「学びの専門家」としての側面も備え

ている教師，すなわち「学び続ける教師像」の確立が

求められている．また，今後，「教員育成協議会」（仮

称）が確立され，教員育成指標や教員研修計画等につ

いて各自治体の中で整備されていくことになる．この

ような教師が学び続けるための環境整備がなされて

も，学びを深めていく主体である教師が自身の力量形

成に向けて継続的に研鑚を積まなければ各種の制度は

絵に描いた餅になるといえる．したがって，本研究に

おける保健体育科教職志望学生は，これからの教員制

度改革の理念を実現する意味でも重要な教師観を示し

たといえる．

次に，本研究においては，「教育的愛情を基盤にした

生徒指導力を有する保健体育教師」カテゴリー（全記

述数に対する21.0％）が構成された点も意義深い．沢

田 は，保健体育教師は，生徒指導においても役割期待

をかけられる機会が多いことを指摘している．こう

いった生徒指導の中心的な役割に加え，学校現場では，

運動部活動指導，授業等多くの役割を保健体育教師は

担うことになる．この点について，役割過負荷や役割

葛藤が，ストレスやバーンアウトを導く か，あるい

は，保健体育教師自身の役割回避行動 という形で，体

育授業という公共的使命を捨て去ることにつながる可

能性があるというマイナス面の指摘もなされている．

当然，生徒指導は全ての教科の教師がしなければなら

ない職務である．しかし，保健体育科の教職志望学生

は，生徒指導における中心的な役割期待を引き受ける

主体として保健体育教師を捉えており，これをむしろ

否定するのではなく，肯定的に捉える必要があるだろ

う．なぜなら，学校内における生徒指導の役割期待を

積極的に引き受けつつも，「生徒に学習成果を保証する

ための授業力量を有する保健体育教師」カテゴリーや，

「反省的実践家としての保健体育教師」カテゴリーで示

された授業者としての教師観を確立した上で教員とし

ての職責を果たしていくことで，学校内における教科

としての体育の周辺的位置付け（marginal sub-

ject） を変革していくことのできる可能性を秘めて

いるからである．実際，本村 は，「生徒は誰もが周囲

から認められたい．しかし，授業がわからない，先生

は面倒を見てくれない，その結果学校が荒れる．教員

は抑え込みに忙しく，学習指導がおろそかになる．悪

循環してはいないか．学習指導と生活指導は車でいう

前輪駆動車．学習指導という前輪がパワーアップする

と，後輪である生活指導はうまく転がっていく」（p.15）

と指摘している．したがって，これからは，授業を中

核にしながらも，生徒指導との関連を意識しながら子

ども達への教育を実践していく必要があるといえる．

こうした点からも本研究において，授業に関わる教師

観に加えて，生徒指導に関わる教師観が示された点は，

A体育系大学における教職実践演習を含めた教職課

程全体の一定の成果であるといえる．

最後に，「その他」カテゴリー（全記述数に対する

8.1％）を構成するサブカテゴリーの一つとして，「部

活動の指導力を有する教師」が５個と極めて少ない記

述数から構成されている点に着目したい．保健体育教

師の職業的社会化研究では，男性よりも女性の教職志

望学生の方が，授業志向が高い傾向にあるという知見

が示されている ．本研究の結果は，男性の教職志望

学生を対象にして比較検討していないものの，女性の

教職志望学生のほとんどが授業志向を示した結果とな

り，上記の知見を裏付けるものであった．

Ⅴ.まとめと今後の課題

本研究では，体育系大学における教職実践演習の成

果について，保健体育科教職志望学生が，教職実践演

習終了時にどのような教師観を形成しているのかとい

う視点から検証することを目的として検討してきた．

その結果，以下の点が明らかになった．

教職実践演習終了時において，保健体育科教職志望

学生は，「反省的実践を通して，授業力量と生徒指導力

を継続的に更新していく」という教師観を特に形成し

ていることが明らかになった．また，特に，「授業者と

しての教師観」を形成することにつながったといえる．

これは，A大学において，教科指導に関わる事項を重

点として教職実践演習のカリキュラムを編成・展開し
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た一定の成果といえる．また，教職実践演習が教職課

程の総まとめである点を踏まえれば，今回の結果は，

教職実践演習をも踏まえた４年間の教職課程の成果と

いうこともできるだろう．これまでには，特に，運動

部活動志向の教師観を有する教職志望学生の職業的社

会化について，我が国を含め，国際的に保健体育教師

教育の解決すべき課題として，実証的な研究の成果を

基に指摘されてきたが，今回の結果は，この問題とは

異なる知見となった．教員養成段階で教職志望学生に

おける授業志向の教師観の形成に成功することで，保

健体育教師としての初任期においても，授業志向の教

師観を維持することができる点が報告されている ．

この知見を踏まえれば，本研究における教職志望学生

が養成段階で形成した授業者としての教師観を，採

用・研修の各段階においてもつなげていくことのでき

る学び続ける教師として職業的社会化を図ることがで

きる可能性があるといえる．

なお，本研究のように，大学の最終講義におけるレ

ポート記述内容を研究対象にすることの限界は，当然

ながら意識されなければならない．例えば，教育実習

や教職実践演習等をも含めた教職課程全体を通して培

われた保健体育科教職志望学生の教師観がレポートの

記述内容にどの程度正確に反映されているのかという

疑問が残る．また，本研究においては，レポートに記

述された教師観について，各々の保健体育科教職志望

学生自身がどの程度価値付けているのかという信念の

強さについても把握することは困難である．実際，秋

田 は，教師が有する教師観等の信念には，個々人に

よってその強さが異なることを指摘している．その意

味では，本研究において対象としたレポート記述内容

のデータは，保健体育科教職志望学生が有する教師観

の一側面を部分的に検討していることに過ぎない．し

かし，このような問題が残るにせよ，レポートの記述

内容が，教職実践演習という教職課程の総まとめの科

目を受講した保健体育科教職志望学生における教師観

の一側面の現実を知る貴重な資料であることも否定で

きない．今後は，上記の本研究における限界を打破す

べく，保健体育科教職志望学生が有する教師観の内容，

強度，形成過程等について複眼的に検討していく必要

があるだろう．その方法論の検討も含めて，今後の課

題としたい．

(付記)

本研究は，平成26年度日本女子体育大学・大学共同

研究費の補助を受けて実施された．

注

⑴ 教師観の定義については，次のCalderhead の指摘を

援用している．Calderhead は，教師は，教師としての自

己のあり方や役割についての信念や教師自身の力量形成

についての信念を有しており，それらが教師自身の学校

での教育実践や力量形成に影響を及ぼすことを指摘して

いる．

⑵ 教師の職業的社会化（occupational socialization）と

は，次の３つの局面の社会化に区分されるという ．第

１に，被教育体験期である教職課程入学前の社会化（ac-

culturation），第２に，教職課程の養成段階における社会

化（professional socialization），第３に，現職での社会

化（organizational socialization）という３局面である．
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